
平成２７年１１月１６日（月）～平成２７年１１月２２日（日）〔第４７週〕の感染症発生状況 

第４７週で定点当たり患者報告数の多かった疾病は、1)感染性胃腸炎 2)Ａ群溶血性レンサ球菌咽頭炎 3)ＲＳウイルス感染症でした。 

感染性胃腸炎の定点当たり患者報告数は１０．９７人と前週（９．０９人）からほぼ横ばいで、ほぼ例年並みのレベルで推移しています。 

Ａ群溶血性レンサ球菌咽頭炎の定点当たり患者報告数は３．１９人と前週（３．３９人）からほぼ横ばいですが、例年より高いレベルで推移しています。

ＲＳウイルス感染症の定点当たり患者報告数は１．１６人と前週（０．６４人）から増加し、例年より高いレベルで推移しています。 

例年、冬に向けて、「インフルエン

ザ」や「RSウイルス感染症」の患者報

告数が増加します。 

近隣の東京都や横浜市では、すでに

インフルエンザによる学級閉鎖が報告

されており、市内における RS ウイル

ス感染症の報告数は例年より多くなっ

ています。さらに、市内の保育園では、

咳や鼻水などの急性呼吸器症状による

欠席者数も増加してきました。 

川崎市 インフルエンザ発生状況 

川崎市 RSウイルス感染症発生状況 

【感染症発生動向調査事業から】
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今、何の病気が流行しているか！

第４７週報告数第２位

第４７週報告数第１位

冬に向けて流行する呼吸器感染症にご注意を！！

発行 川崎市健康安全研究所・健康福祉局健康安全部・各区役所保健福祉センター（保健所）
（問い合わせ先） ０４４－２７６－８２５０ 

学校・保育園等欠席者サーベイランス情報 

【急性呼吸器症状がある保育園児報告数※】 
                     ※在籍者100人当たり

平成 27年 11月 24日（火）

（平成27年11月25日15:00時点集計）

インフルエンザや RS ウイルス感染症は患

者の飛沫（咳やくしゃみなどのしぶき）を介し

て感染します。日頃から手洗いを徹底し、咳エ

チケット（マスクの着用など）を心がけるとと

もに、インフルエンザなどは流行前に予防接種

を受けることも大切です。 

～呼吸器感染症予防のポイント～ 


